シリアへの乳幼児対象の就学前教育の拡充 : 鶴見大学短期大学部の取り組み効果 by 松本 和美
鶴見大学紀要，第51号，第3部，41−53，2014．
−　 −41
Ⅰ．はじめに
　シリア・アラブ共和国において4年前に反体制運動が始ま
り、内戦地と化した。200万人が国外へ逃げ出している事
態の中、現地の情報は日本まで伝わらず、憂慮される状況
が続いている。内線前､ 小学校に通う児童の割合が全体の
97％に上る「中東の教育大国」と言われたシリアが、長引
く内線で教育崩壊の危機に瀕している。
　鶴見大学短期大学部保育科は JICA 横浜の委託を受け、シ
リアの内線が勃発する以前の2005年から2010年までの6年
間、シリアから毎年数名の幼児教育関係者を受け入れてき
た。シリアは他国に先駆けて日本の就学前教育について熱心
に学んできた。さらにシリアに遅れて、エジプトやヨルダン、
モロッコなどからも研修生を受け入れ、中東地域に向けて
の幼児教育研修を鶴見大学において2週間の日程で計9年間
続けてきた。今までに、この研修に参加した国々はシリア・
エジプト・ヨルダン・モロッコ・イエメン・チュニジア・
サウジアラビアに及ぶ。
　講義等はアラビア語通訳を介して行われ、保育科教員は
日本の幼児教育について各々の分野から、講義・ワーク・
討論などを行った。また、附属 S 幼稚園をはじめとして幼
稚園、保育所、子育て支援施設、障害児療育センターなど
を見学し、さらには保育科の授業もいくつか見学・参加して、
保育者養成校の授業についても学んだ。
　そこで、本研究で鶴見研修がどのように帰国後展開され、
効果があったのか、鶴見研修のスタートを切って始めたシ
リアの教育効果について、JICA シリア現地スタッフからの
情報などを元に検証したい。
Ⅱ．シリア・アラブ共和国の就学前教育
1．シリア ･ アラブ共和国の概要
　シリア ･ アラブ共和国（以下シリア）は地中海の東に位
置し、トルコやイラク、ヨルダン、パレスチナやレバノン
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と国境を接している。首都はダマスカスで、14の県がある。
国土は185,180㎢、人口はおよそ2,176万人である。公用語
はアラビア語で、人口の多くはアラブ人であるが、クルド
人やアルメニア人、パレスチナ人難民、イラク人難民等と
いった人種や民族も居住している。宗教はイスラム教徒（ス
ンナ派、アラウィ派、ドルーズ派、イスマイル派など）が
約9割を占めるがキリスト教徒も存在する。西部の地中海沿
岸部は平野が広がり、西部から北東部にかけて「肥沃な三
日月地帯」が広がっている。中部はアンチレバノン山脈が
連なり、南部は砂漠地帯がヨルダンやイラクの国境に向か
って続いている。
2．シリアの教育制度
　シリアの就学前教育は、保育園（ ）と幼稚園（ ）
が年齢で区分されている。保育園は3歳未満、幼稚園は3歳
から就学前までの幼児が対象である。年度開始は学校教育
と同様で9月、年度終了は6月である。（表Ⅰ）
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　シリアに保育園・幼稚園ができたのは1973年である。幼
稚園は小学校に入る前の子どもを教育する機関として位置
づけられている。
3．シリアの保育行政
　保育行政は、保育園は社会問題労働省、幼稚園は教育省
が管轄機関で二分化している。幼稚園・保育園共に非義務
教育であり、保護者から保育料を徴収している。
　幼稚園の運営機関は、a, 政府機関：教育省、他省庁　b,
非政府組織（人民組織）シリア婦人同盟（GWU）　c, 非政
府組織（労働組合）：教職員組合　d, 私立　の4つに分類で
きる。（図1）　　　　　　　　　　　　　
　保育料は各機関や園によって異なっているが、政府機
関の年間保育料は4500SP ～7500SP（およそ5,185円～
8,643円）程度で、私立園は各園によって異なるが、年間
60,000SP（69,144円）の園も存在している。 
　（ 1 SYP = 1.1524JPY　 2012年11月　）
　保育者には日本のような国家資格（保育士）や免許制度
（幼稚園教諭）は存在しない。
4．シリア婦人同盟（General Women’s Union：以下 GWU ）
　シリア婦人同盟は1967年に設立された非政府組織（NGO）
である。非政府組織ではあるものの、女性に関する政策策定、
政府のプロジェクトの実施など国家の中心的な役割を担っ
ている。シリアの幼児教育は、フランスからの独立後（1946
年）は主に非政府組織が中心に幼稚園の運営を行ってきた。
　GWU はシリアにおける幼稚園運営の歴史と実績がある。
今回の鶴見研修を企画し、参加したメンバーはこの GWU
からの派遣であった。
5．シリアの幼稚園カリキュラム
　シリアの幼稚園では教育省が作成する幼稚園カリキュラ
ムに従って、アラビア語や算数、道徳、英語といった教科
教育が行われている。
　幼稚園では、3歳児～5歳児を対象に、小学校と同様に教
科書やワークブックを使い学習が進められる。（保育時間は
4、5時間程度）1クラスの人数は園によって異なるが、40人
～60人を1人の保育者が担当することも珍しくはない。保
育者が文字を黒板に書くと、子どもたちは見よう見まねで
書き写し、何度も発音しながら文字を学ぶ。一通りの授業
が終わると、保育者はノートを集め、前日の宿題を添削し、
その日の宿題を赤で書き込んでいく。その間、子どもは机
で何もしない時間が流れる。
　このような保育が行われていた日常から、近年は保育分
野における国際的な開発計画（1990年、タイ万民のための
教育世界会議で EFA education for all　で教育がすべての
人々の基本的人権として認識され、基礎教育の拡充が世界
目標となる。2000年セネガルダカールでは EFA フォロー
アップのためのダカール行動枠組みが合意。）の影響もあり、
教育改革の一環として幼稚園の改善のためのプロジェクト
が国家として進められ始めた。その一環としての JICA の
支援であり、鶴見研修への展開となったのである。
　
Ａ．旧幼稚園カリキュラム　　　　　　　
　1996年に教育省が制定した。鶴見研修が始まって、以降
改定されるまでは、以下のような教育目標であった。
旧幼稚園教育の目標 
①子どもの個性を身体的・科学的・精神的・言語的・社
会的な側面から発達させることを目指す。
②子どもの社会的友好関係育成のために、他者への感謝、
善い行い、良心的協力、そして社会生活に必要な言語
の発達を援助し、促進させる。
③公的、私的な尊敬心や道徳心を子どもの中に芽生えさ
せ、養う。
④問題解決能力を身につけ、その能力を伸ばしていく。
⑤初等教育段階に進むための活動・経験・知識を連続的、
段階的に提供する。
⑥次の各分野における子どもの成長を助長する。（知的、
社会的、民族的、発達心理的、運動感覚・知覚分野）
　科目
　
　アラビア語、数、社会教育、芸術、音楽、体育
就学前教育
0 歳～ 3 歳　保育園
3 歳～ 5 歳　幼稚園
基礎教育 前期 6 歳～ 9 歳　　　小学校
基礎教育 後期 10 歳～ 14 歳　　中学校
中等教育
15 歳～ 17 歳　　高等学校、高等
職業専門学校
高等教育
18 歳～　大学（学部 4 年、修士 2
年、博士 2 年）　職業専門学校（2
年）、軍学校（2 年、4 年）、科学
研究所（4 年）
表 1　教育制度
出典）教育省（2010）、統計局資料（2012）
図 1　幼稚園運営数の割合（2010 年）無認可園数含
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経験内容
　
私は誰、私の家族と私の家、私の幼稚園、
私の健康と食べ物、私の町、仕事と職業、
乗り物、植物、動物、季節、宇宙と地球、行事
など
Ｂ．新幼稚園カリキュラム（2009年教育省発表資料より）
　2009年に教育省が制定した。鶴見研修が2005年から始ま
っているので、研修の成果を取り入れて改訂されていると
思われる。非公開であるが、新幼稚園目標については発表
されている。
新幼稚園教育の目標 
①子どもに多様な機会を提供し、子どもにふさわしい教
育環境下で様々な挑戦、探索、作業、遊び、発見を可
能にしていく。
②子どもの技能や創造性を伸ばし、果敢に挑戦すること、
自由に表現することを促す。
③毎日のプログラムを通し、子どもの五感の健全な発達
を促す。
④子どもが自らの能力や技能の発達を信じられるように
する。自らの存在価値や誇りを信じられるようにする。
⑤諸活動や遊び、体操を通し、子どもの身体の成長を図
る。
⑥他者の心情を考慮し、他者に優しく寛容に接すること
ができるようにする。
⑦絵画や音楽、よい言語教材を通し、子どもの想像力を
伸ばす。
⑧愛国心、愛郷心を持つことを支援する。そして祖国を
心から愛せるようにする。
⑨将来の人生がポジティブに進むように、ユーモア、賢
さを備えることができるようにする。
6．シリアの就学前教育の現状と課題
　シリアの保育政策や保育者養成に関する問題について、
以下の3点があげられる。
①旧幼稚園カリキュラムの保育内容は子どもの興味関心が
無視されていること、子どもの能力を考慮していない内
容であることを、教育省自ら気づき、批判している。
　ユネスコの協力のもと、その後新幼稚園カリキュラム
が策定されているが、情勢の事情により現在一般公開は
されてないが、2009年辺りからカリキュラム改訂に向け
ての動きは現れてきていた。特に、この新しいカリキュ
ラムの導入に従って、これまでの暗記中心の学習保育か
ら、思考を促す子ども主体保育へ変換させようとする動
きが見られる。（これは乳幼児期だけではなく、小学校以
上の教育改革にも同一な方向転換が見られる。）
②保育者養成の問題
　国家としての保育制度の整備も開始されたばかりで、
国家資格や保育者免許制度が存在しない。従って、現
場のほとんどの保育者が専門的知識を持たない現状であ
る。
　国立ダマスカス大学の教育学部に、シリアで初めて保
育者養成校が設立されたのは2000年である。それ以降、
続々と養成校が設立されている。2004年には、社会人が
参加できる週末開講のオープン大学、2005年には各地方
都市の国立大学にも拡大している。しかしながら、現場の
多くの保育者は専門教育を受けていないのが実情であり、
また、保育に関する知識や技術に関して経験が乏しく、
研修や学習の機会の必要性が問われている。この事から
青年海外協力隊（JOCV）に、まず現場レベルでの指導
や新たな手法の導入が期待されていることを読み取るこ
とができる。
③就園率の低さ
　シリアの就学前教育は、幼稚園就園率が10%程度であ
り、基本的には勉強をする場と捉えられてきた。
　2010年の幼稚園数は、全体で2045園（無認可園含む）
と言われているが、特に地方都市の幼稚園数が少なく、
就学後の留年や退学の問題に繋がっているという指摘も
見られ、それらの防止のために幼稚園教育の必要性が唱
えられている。小学校1年生で6％～20％の子どもに落第
が見られる。（特に地方都市でその傾向が高い。）
　国家開発計画10次5ヵ年計画では、「教育と健康等、人
間開発分野への支出の重視」が重点目標のひとつにあげ
られているが、教育分野の戦略においても、幼稚園の増
設が目標のひとつに掲げられ、就園率の向上が国家とし
てのニーズにあげられている。
Ⅲ．鶴見研修派遣への背景 
1．JICA 青年協力隊（JOCY）の現地での働き
　JICA の協力の下、海外青年協力隊（JOCV）が1996年か
ら現地幼児教育機関のひとつであるシリア婦人連盟（GWU）
への協力が開始された。首都ダマスカスの幼稚園を始め、
ホムス、ハマ、ラタキア、アレッポ等の地方都市に計42名
の協力隊員派遣がなされた。（2008年1月時点）
　活動の始まりは文字や数字の勉強以外の保育の手法を伝
えることであった。JICA シリア現地スタッフたちは GWU
と協力して、共通ビジョン「シリア婦人連盟における保育
者の質が高まり、園に通う子どもたちが豊かな園生活を送
れるようになる。」を掲げ、モデル園作りや幼稚園、保育園
での協力・サポート、教材開発、講習会・園内研修の実施
等を行ってきた。そこで、現地研修によって『遊びを通し
た学習』が注目され、遊びの重要性が感じられ始めた。
しかしプロジェクトの中で、若い日本人 JICA スタッフに
よる指導では、保育テクニックや教材には興味を持てるが、
遊びの重要性に至る理念には繋がらず、理解ができない。
また、JICA スタッフに頼ってしまい、現地の幼児教育指
導者が育たない。以上のような状況から、日本において保
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育の理念を学ぶ指導者研修が実施されることとなったので
ある。
2．カリキュラムに遊びの導入
　JOCV の幼稚園での主な仕事は、日本の保育による『遊
びの導入』であった。日本の保育現場で使われている保育
教材や、手遊びなどを直接アラビア語で子どもたちに指導
し、保育者たちには講習会を開いて保育者研修を行ってき
た。遊びを取り入れると、子どもたちが楽しんでくれるこ
とはわかるが、シリアの保育者たちは自分たちから積極的
に考えて行うことに消極的であった。そこには、日本人の
保育観「保育 = 遊びを通して行われるもの」という提案と、
現地保育者の保育観「保育 = 学習を通して行われるもの」
という見地に立つ考え方とのギャップが関係していると考
えられる。さらに語学の問題や講師経験の有無、文化や慣習・
発想の違い、アラビアにおける遊びの概念に関する認識不
足なども原因として考えられる。
3．モデル園に「遊びの部屋アルカーン」を作成
　「遊びの部屋」とは（現地語（アラビア語）ではゴルフェ
ット　アルカーン　 　）直訳すると「コーナー部屋」
を意味する。保育室とは別に、ままごとや絵本、パズルや
積み木などがコーナー毎に配置され、一定時間、子どもが
自由に遊ぶことができる部屋を作った。
　何もない空間を現地保育者と日本人スタッフが協力して
以下のような遊びの部屋を作り上げた。また、シリア現地
保育者の提案により、時間割の一部に「遊びの部屋」の時
間を設けた。今まではおもちゃは飾る物という考え方であ
ったが、子どもが自由に遊べる空間ができた。
　しかしながら、なぜこのような空間が必要であり、かつ
どのように利用したら良いのか伝えることは難しく、遊び
の理念を学ぶ必要があると、切実に JOCV は感じたのであ
る。
4．シリアにおける鶴見研修の目的
　幼児教育フレームワーク（合意書）共通ビジョン「シリ
ア婦人連盟における保育者の質が高まり、園に通う子ども
たちが豊かな園生活を送れるようになる。」に基づき、2008
年からの中東地域別研修（3年毎だが、シリアのみ2007年
度シリア研修を含め4年間）において、以下のような研修の
共通目標とプロジェクト目標を策定した。
　後半の3年（2011年～2013年）は内戦によって実現する
ことがなかった。
写真 1・2．ダマスカスのモデル幼稚園
机つきベンチ（マカアド）が並んで文字指導が行われる環境
写真 3．コンピュータを使った指導もある
写真 4．アルカーン（遊びの部屋の導入）
JICA 日本人スタッフとともに遊びを保育に取り入れる
方法を学ぶ
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　シリア JICA は日本に指導者を派遣することによって、
今後 JOCV と現地の指導者がタッグを組んで現場に波及し
やすい環境ができるようになると考えた。そのために、日
本研修対象者を JOCV の所属する支部の幼児教育関係機関
の上層部とした。
Ⅳ．鶴見大学短期大学部研修（鶴見研修）の受け入れ
1．鶴見研修のメンバー
　鶴見大学短期大学部におけるシリアへの研修者は2005年
1名から始まり、2006年5名、2007年6名、2008年6名が、各
地域から選ばれた。2008年から2010年は『地域別研修「乳・
研修年度 人数 研修員
2005年
11月24日～
12月7日
1 名 シリア婦人連盟（GWU）幼児教育部長
2006年
11月24日～
12月8日
5 名
ハマ女性連合幼児保育局長、幼稚園園
長（ラタキア）、ホムス女性連合幼児保
育局長、ラタキア幼児保育局長、幼稚
園長（ハマ）
2007年11月
26日～12月
6日
6 名
婦人連盟幼児教育部長兼ナショナルト
レーナ （ータルトゥース）、婦人連盟幼
児教育部長（ダマスカス）、幼稚園巡回
アドバイザ （ーハマ）、幼稚園教師（ラ
タキア）、幼稚園園長（ホムス）、幼稚
園園長兼ナショナルトレーナ （ーホムス）
2008年
11月25日～
12月16日
（シリア国別
研修）
11月25日～
6日（中東地
域研修）
6 名
2 名
婦人連盟タルトス支所指導主事、婦人
連盟モデル園園長（ダマスカス）、婦
人連盟幼稚園長（ホムス）、　婦人連盟
園長（ハマ）、婦人連盟モデル園指導
主事（ラタキア）、婦人連盟アレッポ
支所長、シリア婦人連盟就学前教育部
長（＊ 2 回目）、ダラヤ県幼児教育部長、
エジプト、イエメン、モロッコ、シリ
ア
共通目標
2007年～2010年
幼稚園に通うすべての子どもたちが、幸せな子
ども時代を送る。
プロジェクト
目標
・保育者の能力向上と技術の向上
・各都市のモデル園の改善
・補助教材の開発、教育教材の増加と新保
育方法の創造
共通目標
2011年～2013年
子どもの健全な発育に有効な「遊びを通した
学び」の導入、定着と普及
プロジェクト
目標
・保育者、監督者、保護者の能力開発
・各都市「遊びの部屋」の設置と内容の充実
・補助教材開発（廃材利用の教材作り等、遊
びを通した学びを導入するための教材開発）
表 2　GWU と JICA の合意書のビジョン
幼児を対象とした就学前教育の拡充（中東地域）」』として
3年計画で5ヶ国から2名程度10名ほどの研修員を受け入れ
てきた。その研修にもシリアは3年間2名ずつ研修員が派遣
された。計23名（1名は2度来日）が鶴見大学で日本の幼児
教育についての研修を受けたのである。メンバーは先の表
の通りである。
2．中東幼児教育広域研修 in ダマスカス
    （現地での振り返り研修として）鶴見大学教員の派遣
日　程：2009年8月6日～8日
場　所：シリア・アラブ共和国　ダマスカス
主　催：シリア婦人連盟、JICA シリア事務所
参加国：シリア、エジプト、ヨルダン、イエメン、
　　　　チュニジア、幼児教育関係者　総勢約80名
　中東幼児教育広域研修の成果について、中間地点でのま
とめとして、6カ国の就学前教育指導者、JICA 現地保育ス
タッフ総勢80名ほどが集まって、3日間の研修を行った。
　研修内容は、各国の保育の現状と問題点について話し合
う。日本での研修の成果を発表する。今後の日本研修をど
2009年
11月24日～
12月7日
2 名
婦人連盟幼稚園長
婦人連盟健康・乳幼児ケア部部長
2010年
11月23日～
12月8日
2 名
婦人連盟幼稚園園長（ダマスカス）、婦
人連盟ダラア県幼稚園アドバイザー
写真 5・6．『遊びの意義とその理念について』講演
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のように活かしていくのか話し合うなど、日本人 JOCV も
交えての研修だった。アドバイザーとして鶴見大学短期大
学部から私と、JICA 本部から坪川教授が参加して、テー
マ毎にアドバイスをおこなった。また、「遊びの意義とその
理念について」基調講演を私が行い、この研修の意義を説
明した。3日間の間には各国から集まった日本人スタッフ
（JOCV）の研修も行い、それぞれの国での問題点などを話
し合った。
3．鶴見研修の学び「遊びによる総合的な学び」
　鶴見研修は例年11月末～12月初旬の2週間、大学におい
て9時～16時過ぎまで、講義、保育見学、ワーク、大学授
業見学、学生交流など、多義に渡るカリキュラムを学ぶ。
全ての研修はアラビア語で行われる。講師が日本語で講義
するのをアラビア語通訳が入る。研修内容は以下の通りで
ある。
研修項目 研修方法
日本の就学前教育、保育者養成の法体
系、教育課程について
講義
就学前教育の基本
一人ひとりを大切に
する教育
保育原理
幼稚園教育要領・
保育所保育指針を
手がかりに
仏教と保育
講義
就学前教育（保育）におけるカリキュラ
ムの構造と保育者論
講義
日本の乳児保育の現状と方法（母子支援・
家庭との連携）
地域子育て支援拠
点視察
講義
乳幼児の成長発達と教育（保育） 講義
保育者（幼稚園教
諭・保育士）養成
カリキュラムの構造
と教育
保育内容研究音楽
身体表現
図画工作
大学授業参観
学生交流
子どもと環境
保育内容研究言葉
幼児の身体活動
講義
ワーク
障害児保育の現状
と課題
障害児と保育
社会的養護
地域療育センター
視察
講義
現場での取組みの現状
（教職員との話し合い）
幼稚園視察
保育所視察
Country Report の発表
Study Report の発表
研修成果の発表と
意見交換
※詳細なスケジュール表は、最後に2013年度日程表を添付した。
写真 9．幼稚園見学（シリア研修員が撮影）
写真 10．使っている食器が気になる（シリア研修員が撮影）
写真 8．保育内容研究（音楽）講義への参加
写真 7．大学での調理実習講義への参加
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写真 11．衛生面に配慮がある（シリア研修員が撮影）
Ⅴ．鶴見研修の影響と効果
　受け入れ側の鶴見大学における研修の振り返りは、研修
内容と研修日程の調整などの反省と振り返りを毎回行い、7
年間で研修内容も精査してきた。しかしながら、シリアに
帰国後、鶴見研修がどのようにシリアの幼児教育に活かさ
れているのか伝わってくることがなかった。しかし、今回
の内戦を前に帰国した日本人 JOCV などから、2011年頃ま
での帰国研修員による影響と効果を知ることができた。
写真 12．地域に帰って鶴見研修の報告 1
写真 13．地域に帰って鶴見研修の報告 2
1．地域での講習会
・帰国研修者がトレーナーとなり、アクションプランを作成
し、すぐに保育の現場での実践をおこなった。
・遊びにおける活動の意味がわかり、つながりを持たせ指
導できるようになった。
・JOCV が講習会活動をサポートし、具体的なアイデアや方
法を伝え、帰国研修者や現場の保育者の能力を更に引き
出させ、より効果的なアクションとなる。（写真12～16）
写真 14．地域に帰って鶴見研修の報告 3
写真 15．ホムス講習会
日本の保育園　棚の整理整頓の様子を説明
写真 16．絵本の読み聞かせ実践
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2．保育環境の改革とモデル園計画の広がり
・研修で学んだ保育環境や教材や遊びを保育に活かす。
・保育室の机や椅子の配置の仕方を工夫する。
・子どもの持ち物を保管する場所がある。（靴箱、ロッカー、
タオル掛け、コップおきなど）
・教材の整理整頓が図られ、子どもたちで片付け、管理が
できる環境を整える。
・衛生面や子どもの自己管理等への喚起を促した。
・保育計画やカリキュラムを作ろうと動き出した。
　（写真17～23）
写真 17．みかんネットの代わりに玉葱ネット
石鹸での手洗い習慣を
写真 18．各自にタオルを持たせてフックにかけて使用する
写真 19．見学に行った幼稚園に習って靴箱を設置
写真 20．自分の持ち物には自分のマークを
写真 21．机にも自分のマークを
写真 22．スケジュールの掲示
写真 23．手作り絵本『ぞうくんのさんぽ』
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写真 24．鶴見研修で学んだお話を研修会で披露
写真 25．すぐに子どもたちにもお話をしてみる
講習会で教材作り
写真 26．ホムス講習会
写真 27．園長先生、折り紙教えて！
写真 28・29・30．新聞紙で遊ぶ　保育者自身の笑顔
写真 31．日本研修で学んだ葉っぱを編んで馬作りを、
きれいに作図ファイルを作っている
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基調講演『遊びの意義とその理念について』幼稚
園教育要領に基づいて遊びの重要性について講演
を行った。アラビア語に翻訳した PP は、その後
各国の研修者たちがコピーして、それぞれの国で
の研修に大いに役立ったと聞いている。
写真7.8　鶴見大学短期大学部保育科の授業参加
調理実習、保育内容研究3（音楽）
学生たちと和やかに参加していた。（2007年の鶴
見研修）
写真９　幼稚園見学　
子どもたちが積極的に「マルハバ！（こんにちは）」
と挨拶している。
写真10･11　保育園見学（シリア研修員が撮影）
衛生的にきちんと管理がなされていること。スム
ーズに配膳できる。タオルや歯ブラシが衛生的に
管理され、自分の物とわかるように名前がついて
いることなどが気になった。　
写真12･13･14　鶴見研修での学びを地域に戻って報告会を
開いた。
日本での研修に自信と意欲を持って、地域のリー
ダーとして活躍している。
写真15　地域での講習会（2009年1月撮影）
子どもの持ち物をどのように整理整頓しているか
を説明している。
写真16　保育教材についての講習会
絵本の読み聞かせの実践（はらぺこあおむし）
写真17　シリア幼稚園での実践　
鶴見研修帰国後、すぐに玉葱ネットに石けんを入
れて水道にぶら下げた。
写真18　タオル掛けを作ってタオルをフックに掛けて使用
する。（日本の幼稚園からの学び）
写真19　靴箱に靴をそろえて並べる。
（並べ方を絵で説明している）
写真20　鞄やコートを掛けるフックの場所を決めて、名前
シールを貼る。
写真21　机にも自分のマークのシールを貼り、居場所を作
る。
写真22　一日の保育の流れを子どもたちと共有するための
壁面構成
写真23　手作り教材「ぞうくんのさんぽ」日本の絵本を使
った手作り教材を作成した。
写真24・25　鶴見研修（言語表現教材）で学んだお話を研
修会で披露している。
『服の話』学んだ話を子どもたちにも聞かせている。
写真26・27　鶴見研修者が中心となって、研修の輪が広が
っている。
『折り紙教材』を作成している。
園長先生の所に折り紙を教えてほしいと子どもた
ちが集まってきている。
園長室に行けば折り紙遊びができる、という環境
ができた。
3．保育者養成
・ダマスカス大学にオープンカレッジが2004年開講。さら
に鶴見研修を経て、保育者養成機関の充実が図られよう
としていた。
・愛情を持って笑顔で子どもに接することの意義を理解し
た。
・子どもの社会性を育む言葉かけをする。
・子どもが楽しみ、理解できる保育教材の工夫をする。
・定期的に会議を行って共通認識し、よりよい保育を目指す。
・保護者への支援も重要であることを理解し、保護者との
連絡を密に取り、保護者と保育者、保育者と子どもの信
頼関係を築く。（写真24～32）
4．地域での研修が繋がって国の大きな変革へ
・帰国研修者がアクションプランを作成し、オーナーシッ
プが醸成されつつある。今後の課題として鶴見研修参加
者がローカルネットワークを作る。
・JOCV 派遣都市以外の都市にも波及している。
・障害児保育や保護者支援などのプログラムを構築し、保
育現場に取り入れようとしていた。
・1年に1度総会を開催し、就学前教育の確認を JICA と婦
人連盟（GWU）で行っている。
◆写真解説
写真1・2　ダマスカスのモデル幼稚園（2009年8月撮影）
机つきベンチ（マアカド）に座って保育者の話を
聞く。
保育室というより小学校の教室要用に机がぎっし
り並んでいる。　
写真３　ダマスカスのモデル幼稚園（2009年8月撮影）
コンピュータ室。使われている様子はなかった。
写真４　ダマスカスのモデル幼稚園（2009年8月撮影）
遊びの部屋（アルカーン）JOCV と協同で作成した。
ままごと遊び、手作りの流しやレンジがある。　
写真5・6　中東幼児教育広域研修（ダマスカス　2009年8月）
グループに分かれて各国の幼児教育の現状につい
て話し合った。
写真 32．学んだ草花遊びを、すぐに子どもたちと共有する
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写真28・29・30　鶴見研修で学んだ、新聞紙を使ったお話
『火事の話』の研修　はしごができた。
身近にあるモノを使って保育することを学ぶ。
子どもたちがホールに集まって、床で新聞紙を広
げて遊ぶ。
様々な保育環境を利用することを学んだ。
写真31　鶴見研修（保育内容　自然物を使った遊び）で学
んだ葉っぱで馬を作る。
作図ファイルを作って記録する。
写真32　鶴見研修で学んだ草花遊び　葉っぱにマジックで
絵を描いている。
新しい保育教材として、葉っぱを用いる実践を帰
国後すぐに取り入れて、子どもたちと遊んだ。
5．　鶴見大学短期大学部側の学び
　受け入れ側である鶴見大学短期大学部保育科も、この研
修を通して学ぶことが多くあった。
・2週間（3週間）に渡る研修期間をともに学ぶことで、国
際的な視野で改めて日本の幼児教育を考える機会となる。
・国際交流のよい機会となった。（学生や幼稚園、教職員）
・アラビア語通訳を介して説明することにより、改めて日
本の幼児教育について他国の方々の目で見たり考えたり
する。
・中東から帰国している JOCV が鶴見研修をサポートして
くれ、シリアと日本の習慣や考え方の違いなどに関する
橋渡しの役目をしてくれた。
Ⅵ．まとめ
　2011年1月にシリア内戦勃発し、鶴見研修に参加した指
導者や、ダマスカスで共に研修した保育者たちの行方を知
ることはできない。ましてや、日々入ってくる市街地の状
況や避難を強いられている人々のことを思うと、胸が痛く
なる。あんなにも生き生きと子どもたちのことを語り、こ
れからの幼児教育の重要性について語り合った人たちの思
いはどこにいってしまったのであろう。JICA 横浜と「中東
地域別乳幼児対象の就学前教育の拡充」が始まったきっか
けはシリアの日本人海外青年協力隊（JOCV）から出てき
た保育現場からの声であった。シリアの幼稚園に通う子ど
もたちが「幼稚園って楽しいね」と言っていると伝え聞いた。
このような研修が、シリアの幼稚園でまた花開いているこ
とがわかったところであった故に、誠に残念である。
　是非とも、また、子どもたちの笑い声が響く幼稚園が戻
ってくることを切に望む。
引用 ･ 参考文献
 1 ．国際協力機構　シリア・アラブ共和国基礎育分野プロジェ
クト形成調査報告書．国際協力機構中近東・欧州部　2006
 2 ．小山祥子「 シリア・アラブ共和国における就学前教育」第
56回日本保育学会大会発表論文集　2003
 3 ．シリア幼稚園担当委員会　幼稚園カリキュラウに関する国
家規準　対象第1−第2−第3レベル（翻訳資料）　2008
 4 ．国際協力事業団　国別 WID 情報整備調査：シリア．国際協
力事業団企画部　1998 
 5 ．国際連合児童基金駐日事務所，ユニセフ駐日代表事務所，
平野　裕，日本ユニセフ協会広報室  世界子供白書．日本
ユニセフ協会　2012
 6 ．外務省経済協力局，外務省国際協力局　政府開発援助（ODA）
国別データブック．外務省経済協力局　2011
 7 ．浜野 隆監修　幼児教育ハンドブック2−国際教育協力とよ
りよい協力活動のために−　2009
 8 ．星　順子　シリアの幼稚園における「遊びの部屋」の役割
−保育者の協働の視点から−日本保育学会大会発表論文集
2013
 9 ．浜野 隆，三輪 千明　発展途上国の保育と国際協力．東信
堂　2012
10．星　順子  企画調査員（幼児教育・ボランティア）業務報
告書　2010
11．日本国際問題研究所　中東基礎資料調査：主要中東諸国の
憲法　2001
12．青年海外協力隊幼児教育ネットワーク　「おおらかがいっぱ
い」−途上国を見てきた保育者からのメッセージ−　（社）
青年海外協力協会　2005
13．松本和美「シリアへの乳幼児対象の就学前教育の拡充」第
66回日本保育学会大会発表論文集　2013
最後に
　この論文を執筆するにあたり、星　順子氏（元シリア
JICA 幼児教育指導担当）から貴重な資料や写真を頂き、
多くの助言を頂いたことを、ここに深く感謝申し上げる。
回 月日 曜日 時間 研修内容 場所 担当
11月24日 日 　 来日
１ 11月25日 月
9:30～11:30 滞在ブリーフィング JICA 横浜
　 移動および昼食
12:30～13:00 開講式 / 大学表敬訪問
１号館
第一会議室
西垣
13:30～14:30
研修目的説明
研修スケジュール説明
１号館
第一会議室
西垣
松本
15:00～16:30 総持寺拝観 総持寺
西垣
芹澤
２ 11月26日 火
09:30～13:30
幼稚園見学【宮前幼稚園】　　　※昼食を含む
質疑応答
宮前幼稚園 松本・星
14:30～16:30
日本の就学前教育について
ー幼稚園教育要領、保育所保育指針を手がかりにー
6 号館講堂 神田
３ 11月27日 水
10:00～12:30 カントリーレポート 6 号館講堂
司会：西垣　
松本・松下
　 昼食
13:20～14:50 日本の言葉教育について 6 号館講堂 松本
15:00～16:30 保育者論 6 号館講堂 山室
４ 11月28日 木
10:00～11:30
日本の就学前教育、保育者養成の法体系、
教育課程について
6 号館講堂 上田
11:45～12:15 鶴見大学図書館見学 大学図書館 松本・松下
　 昼食
13:15～14:45 障がいのある子どもの教育 6 号館講堂 松下
15:00～16:30 乳幼児の心理学 6 号館講堂 齋藤
5 11月29日 金
10:30～12:00
横浜市神奈川区地域子育て支援拠点
「かなーちえ」見学
かなーちえ 早川・松下
　 昼食
東部地域療育
センター
早川・松下
13:00～15:00 横浜市東部地域療育センター見学
東部地域療育
センター
松下・早川
11月30日 土
12月1日 日
6 12月2日 月
10:00～11:30 障がい者施設について 6 号館講堂 比嘉
12:00～13:00 中間ふりかえり 6 号館講堂 松本・松下/星
　 昼食
14:00～16:00
ECD の中での幼児教育支援
ディスカッショッン
6 号館講堂 坪川・星
7 12月3日 火
09:30～10:30 身体表現 柔道場 秋田
11:00～12:30 子どもと環境 6 号館講堂 佐藤
　 昼食
13:30～15:00 幼児と造形活動
4 号館
図画工作室
鮫島
15:15～16:45 幼児の身体活動
1 号館
309 教室
朴
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−　 −52
松本和美：シリアへの乳幼児対象の就学前教育の拡充
−　 −53
回 月日 曜日 時間 研修内容 場所 担当
8 12月4日 水
10:00～12:00 保育園見学【總持寺保育園】 総持寺保育園 早川
　 移動および昼食
13:00～14:30 乳幼児保育と子育て支援 6 号館講堂 早川
14:40～16:10 保育内容研究３（音楽）授業参観、参加
4 号館
401 教室
井口
9 12月5日 木
10:00～11:30 仏教と保育 6 号館講堂 橋本
　 昼食 大学図書館 松本・松下
12:30～14:30
幼稚園見学【鶴見大学短期大学部附属三松幼稚園】
幼稚園教育課程
幼稚園の職務
幼稚園職員との話し合い
三松幼稚園 松下・芹澤
15:00～16:00 学生交流（専攻科保育内容表現） 6 号館講堂 鮫島
16:15～16:45 神奈川新聞社取材 6 号館講堂
10 12月6日 金
10:00～12:30 研修成果発表会 6 号館講堂
司会：西垣
松本・松下
　 昼食
13:30～14:00 評価会（公開　自由参加） 6 号館講堂
司会：西垣
松本・松下
14:30～15:00 閉講式
1 号第
1 会議室
上田
松本・松下
15:30～16:30 閉講パーティー
記念館
特別食堂
西垣
上田
松本・松下
教学課
12月7日 土 　 帰国

